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號 三 十 二 百 二 第 誌 雜 學 物 動（139♪

動
物
學
雜
誌
第
二

百
二

＋
三

號

　
　

朋

治
四
十

年
五

月
十
五

日

發
行

　
　

　
　

●
イ

ソ

メ

科
環
蟲
類
の

二

新
種
に

就
て

　
　

　
　

　

　
　
（

明

治
四
十

年

五

月
九
日

受

領
）

　
　

　
　

　

　
　

　
　

理

學
士

飯

　
塚

　
　
啓

　
　

竝
に

記
載
せ

ん
ざ

す
る

二

種
の

環
形

動
物
は

本

邦
浩

岸
に

産

　
　・
し

魚
餌
こ

し
て

賞
用
せ

ら
る

≧

所
に

む

て

兩

者
共
に

イ

ソ

メ

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
ス

ゴ

カ

イ

及
び

其

管（
膚

縮
少
）

第一圖

イ

ソ

メ

科
環

蟲
類
の
二

新
種
に

就
て

（

飯
塚
）

　
　

科
（
自
二冖
凱
o

達

塁
）

に

屬
す
る

も
の

な

り

　
　

　

　
ス．
＝

カ

イ

　
　

　

　
b馬
§
ミ、
ミ

饕
ミ
ぎ
転

H】呷
の

弓゚

此
動

物
は
ス

ゴ

カ

イ

或
は
フ

ク

ロ

イ

ソ

メ

ご

稱
せ

ら
れ

砂

地
の

海

岸
に

し

て

滿
干

兩
潮

線
の

間
に

産

す
る

多
毛

環
蟲

類
に
・
し

て

常
に

砂
石

、

介
殼

、

海
藻
或
は

木
竹
の

葉

片

等
を
集
め

て

造
り

た
る

縱

管

中
に

棲

息
す

而
し
て

常
に

其
管
の

上

端
を

砂
上
に

挺

出・
し

落
葉

其

他
の

其

近
邊
に

存

在
す
る

物
を

集
め

て

之

を
其

管
側
に

附

着
す
る

　
　

　

　
　
、

　

　

　

　

　

　

を
以

て

容

易
に

其

棲
息

す
る

塲

　

所

を
識

認・
し

得
る

も
の

な

b
第

　
一

圖
は

其
全
髀

を

管
ご

共
に

堀

　
・
し

出
む
た

る

を

示
す

も
の

に

し

　
て

其

軆
の

頭
尾
兩

端
を

管
外

に

　
露

出
せ

る

も

の

な
り

而
し
て

其

　

産
す
る

土
地
に

よ
b
て

形

状
に

　

大
小

あ
b
東
京
灣
に

産
す
る

も

　
の

は

松
島
灣
に

産
す
る

も
の

に

　
比
す

れ
ば

稍

大
に

し

て

相
州
三
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．

イ

ン

メ

料

壌
蟲
類
の一

薪
種
に

就
て

覈
塚
）

崎
に

産
す
る

も
の

は

之

よ
り

も

更
に

大
形
な
る

を
逋
常
ざ

す
。

標

徴
−

體
の

環

節
は

其
數
三
百

内
外
を

通
常
こ

す

ご

雖
も

時
に

其

數
三
百
二

十

六
に

及
び

し

も
の

あ
り

從
て

其
體
長
四

百
五

十
、、
丶

メ
、

幅
は

疣
足

を
加
へ

第
三
十

環

節
の

逡
に

於
て

＋
亠

ハ

・

丶

メ
、

に

逹

す

頭
は

小
に・
し

て

其
前
端
に
一

對
の

小

な
る

威
觸
器
ざ

後
方
に

五

本
の

長
き
威

觸
器
ご

を

備
ふ

而・
し

て

其
内
正

中
に

位
す
る

も
の

最
も

長
く

し

て

之
を
體
の

脊
面
に

沿
ふ

て

後
方
に

致

す
時
は

第
九

環
節
の

前
繰
に

逹
す

此
等
五

本
の

戚
觸
器
は

各

短
か

き
基

部
ピ

長

き

先
端
部
こ

よ

り

成
り

其
基
部
を

園
饒
し
て

環
斌

の

切
れ

込
み

あ

り

而
し
て

基

部
の

長
さ

は

正

中
線
に

あ
る

威
觸
器
に

於
て

は

其

全

長
の

約
五

分
の
一

を
占
む

前
方
に

位
す
る

小
な
る
一

對
は

其
長
さ

略

前
記
の

滅

觸
器
の

基
部
の

長
さ

に

等・
し

頭
の

前
下
方

に
一

封
の

太
き

副
戴
觸
器
あ

b
眼
は

不
割

明
な
も

第
一

環
節
即

ち
口

環
箘
は

疣
足

を
缺

如
し

其
前
縁
に
一

封
の

細
き

觸
鬚
を
備
ふ
。

呼

吸
器
即

ち
鰓
は

第
四

環
鰤
よ
り

始
ま
る

を
通
常
こ

す
ご

雖
も

稀

に

第
五

環
勸
よ

b
始
ま
る

も
の

あ
り

又
時
に

第
四

環

節
よ

り
・
し

て

始
ま
る

ご

雖

も
其

形
小
に

し

て

次
位
の

環

節
に

備
ふ

る

鰓
の

孚
に

及
ば

ざ
る

も
の

あ

b
而
し
て

此

等
の

鰓
は

其
前
方
に

位
す
る

も
の

圖 二 第

」

ス

ゴ

カ

イ

2
嗣

部
1三
し

て

呼

吸

の

列

を
不

す

最
も

長
く

（

十
五
ミ

、

メ
、

に

逹
す

る

為

の

あ
り
y
し

て

後

方
に

至

る

に

從
て

次

第
に

其

長
さ

を

減
少
し

（

第
二

圖
）

且
つ

鰓
絲
の

數
も
減

少
し

第
七
十

環

節
乃
至

第
七
十
五

環
篩
に

於
て

は

全
く

之
を

缺
如

す
る

に

至

る

面
し

て

肛

環

節
し

は

四

本
の

肛

觸
鬚
を
備
ふ

。

生
活
時
に

於
て

は

其

鱧
は

赤
褐
色
に

む
て

其
前
部
の

脊
面
は

暗
青

色
を
帶

び

強

き
遘
光

を

有
し

腹
面
は

淡

紅
色
に
・
し

て

黄
色

を
帯

び

僅
に

透
光

を

有
す
而

し
て

鰓
は

鮮
紅

色
を
呈

し
且
つ

體
の

前
端
部

に

位
す
る

鰓
に

あ
り

て

は

鰓
絲
は

多
數
に
・
し

て
一

軸
柄

を

圍
繞
乙

て

螺

旋
状
に

配

列
す

。

疣
足
は

其

發

逑
著

し
か

ら

す
ε

雖

も

第
二

乃
至

第
四

環

節
の

鰓
を

有
せ

ざ
る

も
の

に

あ

り
て

は

稍
長
く

尖
り

て

體
の

外

側
よ

り

少・
し

く

前
方
に

向
て

突
出
6
脊
觸
鬚
及
び

腹
觸
鬚
は

共
に

長
く

且
つ

黄

搏
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褐
色
な
る

鉤
恤

从

の

剛

毛
へ

第
三

圖
甲
）

を
有
す
然
れ

ざ

も

之
に

次
ぐ

所
の

鰓
を

有
せ
る

環

節
に

於
て

は

疣
足
は

小

さ

く

其
脊
觸
鬚
及
び

腹
觸
鬚
は

共
に

小
形
こ

な
り

特
に

腹
觸
鬚
は

第
六

乃

至

第
七
以

下

の

環
節
に

至

れ
ば

變
形
し
て

瘤
状
を
呈

す
る

に

至

る

術
し
て

後

部

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押

第三圖

ス

ゴ

カ

イ

の

剛

毛

次
第
に

細・
し
一

對
の

大

齒
板
中
其

左
方
に

あ
る

も
の

は

十

飼
を

有

・
し

右

方
に

位
す
る

も

の

は

九
齒

を

備
ふ

而
し
て

對

を
な
さ

r
る

左

方
の

齒

板
は

十
齒
を
有
し

響
曲
せ

る

側
齒

板
は

左
方
の

も

の

四

個

の

齒
を
有
し

右
方
の

も
の

は

入

個
の

齒
を
有
す
o

丙 乙 甲

第
二

環

節
の

も

の
（

百
十
五

倍
）

第
二

十

瓔

節
の

櫛

状
の

も
の
（

三

百
二

十

倍
）

同

上
の

刺
状
の

も
の
（

百

十
五

倍
）

　

鵡
ザー

ズ
　 　 甲

岬

の

疣
足

に

於
て

見
る

駈
の

刺

状
剛

毛
（

第
三

圖
丙
）

及
び

櫛

欺
剛

毛

（

第
三

圖
乙
）

は

殆

ん
ご

無

色
透
明
な

bo

口

器
−

上

下
爾
顎
共
に

濃
禍
黒

色
な
b
而
む
て

下

顎
は

細
長
く

し

て

其
前
端
礦
が

り

此

所
に

臼
色
石
灰

質
の

大
な
る

下

顎
板
を
着

け

其

前
縁
に

は

不
親
則

な
る

鋸
齒
を

備
ふ

而
し
て

上

顎
は

其

彎
曲
甚

だ

し
か

ら
す
其
基
端
は

大
に

し
て

中
部
よ

b
宋

端
に

至
る

に

從
て

　
　
イ

ン

メ

科
貘

蟲
類
の

こ

甎
種
に

就
て
〔

飯皿［
塚
）

’

丙

＼
＼
、

ー
　
　
　
し

産
地

ー
相
州
＝
一

崎
海
四

厚
（

朋

治
三

十
亠

ハ

年一
二

月｝
二

十
”

日
）

束
雷

畿
灣

勿

田

海
岸
（

朋
治
三
十
一

年
六

月
）

陸

前
松
島
灣
渡

波

海
岸
（

明

治

三

十
二

年

七
月
）

。

　
　
　
　
イ
ワ
ム

シ

　
　
　
　

§
蓐

ぎ
鬟

§
§
姻

§
ミ

＝°
切

℃璽

此
動

物
は
4
ワ

ム

シ

或
は

イ

ワ

イ

ソ

メ

等
ご

稱
せ

ら
れ

本
邦
沿
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

■
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一

圖 四 第

日

　

　
イ

ン

メ

科
唄

蟲
類
の

二

新
種
に

就

て
（

販
塚
）

各

地
に

産・
し

滿

干

兩
潮
線
の

聞
泥
砂
申

若
く

は

軟

脆
な

る

岩
石

中

に

隱
れ

て

棲
息

し

時
に

他
の

環

蟲
類
（

 
。

冒

ミ
ぎ

の

如
き〕

の

造

り

た
る

管
中
に

潛
む

こ

ご

あ
b
。

標
徴

ー
體
長
三

百

乃
至
四

百
ミ
、

メ
、

其

幅

九
乃

至

十
ミ

、

メ
、

礁

環

節
は

其
數
三

百

五

十
を

鋒
す
る

も
の

あ

り

然
れ
こ

も

其
小

な
る

も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
四

　
黒

色
を
帶
ぶ

而
し

て

腹
面
は
一

樣
に

脊
面
よ
り

も

淡
き

褐
色
な
る

　

を
常
こ

す
。

　
口

前

葉
は

大
に

し
て

左

右
二

葉
に

別
陀

れ
其

中
間
の

切
れ

込
み
は

　

後

方
に

向
て

淺
き

溝
賦
を
呈
し

殆
ん

ざ

戚
觸

器
の

底
部
に

逹
す
戚

　

觸
器
は

五

本
あ

り

其
正

中
に

位
す
る

も
の

最
も

長
く

し
て

口

前
葉

イ

ワ

ム

シ

の

體
の

前
端

拜
に

中
央

部
を
示

す
（

自

然

大
の

二

倍
）

の

に

至

り

て

は

體
の

全
長
二

百
−、、
、

メ
、

に

及

ば
ざ
る

も
の

あ
り
。

體
（

第
四

圖
）

は

其
前

端
部
の

數「
環

節
に

於
て

は

殆
ん
ざ

圓
く

夫
れ

よ
b

後
方
に

及
べ

ば

次
第
に

扁
く

且
つ

其
幅

廣
し

而
し
て

第
二

＋

乃

至

第
二

十
五

環

節
の

邊
に

於
て

最
も
廣
く

夫
れ

よ
b

後
方

に

向

へ

ば

僅
に

狹
ま
り

途
に

體
の

後

端
に

至

り
て

小
な
る

肛

環

節
に

終〃

る

體
色
は

脊
面
全
部

帶

赤
褐
色
に・
し

て

其
頭

端
に

近
き

部
分
は

稍

鯵
；
pp−n ＝一．．m．．

の

長
さ

の

約
二

倍
に

逹
す
眼
は

不
判
明

な
り
ご

雖
も

最
外

側
方
に

位
す
る

威
觸
器
の

基
部
に

於

て

左
右

各
一

個

を

認
む
る

を
得
可
し

第
一

及
び

第
二

の

兩

環
節
は

疣
足

及
び

觸

鬚
を

缺
如

す

而

・
し

て

其
限

界
は

脊
面
に

於
て

の

み

之
を

認
む
る

こ

ご

を

得
可・
し

而
し

て

第
一

環
節
ご

第
二

環
碑

即

ビ

を
合
せ

把
る

長
さ

は

之
に

次
ぐ

所
の

三

個
の

環
節
の

長
さ

ご

相
似
だ

り

第
三

環

節
以

下
は

皆
疣
足

を
備
へ

各

疣

足
に

は

脊
觸
鬚
及
び

腹
觸
鬚
を
有
す
呼

吸
器
は

第
三

十

乃
至

第
三

十

六

環
節
に

始
ま
り

後
方
は

肛
環

節
を

距
る

こ

ご

十

五

乃
至

二

十

環
節
の

邊
に

及
ぶ

而
し

て

鰓
絲
は

前
部
の

環

節
に

於
て

は

其

數
一

二

に
・
し

て

且
つ

短
く

第
入

十

環
節
の

邊

に

於
て

最
も

長
く
且
つ

其

數
も
増

加
む
て

四

五

李
・

な
る

剛
毛
に

は

刺
状
剛

美
第

五

圖
乙
）

亀
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複
剛
毛
（

第
五

圖
丙
）

及
び

櫛
航
剛

毛
（

第
五

圖
丁
）

等
皆

よ
く

發
達

　

　
大

洗
、

相
州
三

崎
、

駿
河
江
ノ

浦
、

遠
江

御

前
崎
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